


[bookmark: _GoBack]謹啓　向春の候、貴社ますますご繁栄のことと大慶に存じます。平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、このたび弊社は本年をもちまして創業五十周年を迎える運びとなりました。これもひとえに皆様の温かいご支援の賜物と感謝する次第でございます。
　つきましては、これからもいっそうのご愛顧を賜りたく左記の通り創立五十周年披露の小宴を催したく存じます。ご多忙のところ恐縮ですが、なにとぞご来臨賜りますようお願い申しあげます。
　まずは、書面で恐縮ですが、謹んで創立五十周年披露宴にご招待申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
敬白

　平成ｘｘ年二月十日
　　　　　　　　　　　　　　株式会社○○○　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　山田太郎
各位

記

一、日時　平成ｘｘ年五月十日(水) 午後五時～七時
二、場所　プリンスホテル　天空の間
　　　　　　　 東京都港区寿町一丁目ｘ番ｘ号
　 　　　　　　〇三（ｘｘｘｘ）ｘｘｘｘ
　　　　　　　　　　　　　   （別添地図参照）

　なお、お手数ではございますが同封はがきにて、三月十日（水）までにご出欠のご都合を、お知らせくださいますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上




